
【戦略マップ】

※　アブセンティーイズム　：　従業員が会社を病欠・病気休業している状態

※　プレゼンティーイズム　：　健康の問題を抱えつつも仕事（業務）を行っている状態

健康投資

健康関連の最終的な目標指標
従業員等の意識変容・行動変

容に関する指標

健康投資施策の取組状況に関

する指標

健康投資効果

健康経営で解決したい経営

課題

働く環境の整備

健康管理システム

の導入

メンタルヘルス対策

様々な効果に関連する

健康投資（＊）

定期健康診断実施率、

保健指導・特定保健

指導実施率

有給休暇取得率

予防接種接種率

エンゲージメントスコア

ストレスチェック受検率、

産業医面談実施率

生活習慣改善の研修

参加者数

健康アプリ登録者数健康アプリの提供

予防接種費用の援助

人間ドック、婦人病検

診費用の援助

従業員エンゲージメント

サーベイの実施

有給休暇取得の推奨、

職場環境の改善

メンタルヘルス、生活習

慣改善研修の実施

ストレスチェックの実施

特定保健指導対象者

の低減

ワークライフバランスの向

上

感染症者の低減

社員の働き甲斐の向

上

メンタルヘルス不調者の

低下

生活習慣（運動習慣、

睡眠の質、栄養の確

保）の改善

健康診断有所見者の

低減

（＊）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中には複数の「健康投資施策の取組状況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を「様々な効果に関連する健康投資」とする。

従業員の心身の健康

改善を行なうことで、

「企業の活性化」「生

産性の向上」「離職率

の低下」につなげる。

アブセンティーイズムの

低減

プレゼンティーイズムの

低減

エンゲージメントの向上


